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1. 園路検討の概要 
 メインエントランスゾーンについて、令和 3 年度の基本計画と令和５年度の基本設計業務において園路の検討が
行われており、その基本となる形状が決定している。 

本業務では基本設計の細部検討を行い、工事発注に必要な設計図書の作成を目的としている。 
 

 
平面イメージ図（R5 基本設計） 

 

 
正面イメージ図（R5 基本設計） 

 

  
 
 
 
 

 
オープンスペースイメージ図（R5 基本設計） 

 

 
アリーナ前の階段スペース（R5 基本設計） 

 

 

【再掲】 
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園路イメージ図（R5 基本設計） 

 

 
体育館 2F 取付道路（R5 基本設計） 

 
 

  
 
 
 

 
車いす使用者等のためのスロープ及びエレベーター（R5 基本設計） 

 

 
スロープ及びエレベーターの整備に伴う新設擁壁（R5 基本設計） 

 

 
 
 

【再掲】 
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※基本設計からの申し送り事項 

 
浦添運動公園(ANA SPORTS PARK 浦添)再整備基本設計業務委託(R5) 報告書 P.3-27 

 

 ※実施設計における検討 
 基本設計に基づき実施設計を遂行するにあたり、申し送り事項についての検討を行った。 
 
（1）正面入口の形状 
 1）市道取付部の階段形状 

 市道の縦断勾配は最大 7%程あり、階段最上段広場と最大 2.0ｍ弱の高低差が生じる。市道から階段上段広場に
スロープで摺り付けた場合、最大勾配が 12%超となるため階段での高低差処理が必要となる（P.4 参照）。 

  実施設計では、基本設計図を基に円形階段と直線階段について検討図を作成し、それぞれの案について検討を
行った（P.5 参照）。 

  検討の結果、既設正面ゲートが存置される点や景観への印象から C 案：直線階段-2 を推奨する。 
2）植栽スペースの検討 

  植栽桝は、来園者に対する緑陰の提供や景観性の向上に寄与するものであるが、同時に維持管理の負担増加や
階段の一体的利用を妨げる原因にもなってしまう。本業務では基本設計案をベースに他のレイアウトの可能性に
ついて検討を行った（P.6 参照）。 

  検討の結果、階段内に憩い･滞留スペースを設けた C 案を推奨する。 
 3）取付道路の配置 
  市道から旧体育館 2F への取付道路の配置について、基本設計案では約 10%の勾配が発生するため、修正案と

してメインエントランス階段上部からの取付を検討した（P.11 参照）。 
 
（2）取付道路設置に伴う新設擁壁について 
  新設擁壁の比較検討にあたり、工事期間中であっても体育館利用者が旧体育館 2F から出入りできる擁壁の比

較検討を行った結果、補強土壁と逆 T 式擁壁の複合案を推奨する（P.12〜17 参照）。 
 
（3）既設の正面ゲートについて 
  撤去は困難であるため存置を前提に実施設計を行う。 
 
（4）3D モデルの作成 
  適宜作成予定。 
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1. 正面入り口等の形状 
 1）基本設計における市道取付部の階段形状 
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 ■見直し案 

 
 

推奨案 
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2）植栽スペースの検討 

 
 

既設立体駐車場側の視界 

推奨案 
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 ■推奨案のイメージ図 
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 ■参考写真 
 ①兵庫県神戸ファッション美術館 

 
 

 
 

  
 ②千葉県 流山おおたかの森南口階段 
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■樹種と配置の検討 
・植栽についての検討 
 植栽については全体的に緑色を多く取り入れ、色彩は控えた植栽とする。 
 
【1 段目(入口側植栽スペース)】 

入口側植栽スペースの植栽案として、2 つの案を挙げる。 
A 案：高木(ホルトノキ等)を 1 本のみ植樹し、周囲は低木や草木で囲う 

       →高木を 1 本のみ植樹し、公園のシンボルツリーとして扱う。 
B 案：高木を 2〜3 本並べて植樹 

→葉が横に広がりすぎない高木を植樹。 
 
 検討の結果、高木を 1 本にすることで、シンボルツリーの意味合いが強調されるため、A 案を推奨する。 
 
【2〜3 段目(エレベーター付近・体育館側植栽スペース)】 

・なるべく土壌が見えないような植生を行う 
・植物は低木〜地被植物を選出、ベンチからの視界を遮らない高さとする 

  例）・コキア 
    ・キバノタイワンレンギョウ 
    ・タマリュウ       ・・・等 
 
 
【植栽参考写真】 

 
 

 【施設事例写真】 
① 東京都港区「ウォーターズ竹芝」 

 
 
② 新宿区中央公園「シュクノバ」 

 
 
 
 
 
 
 



浦添運動公園（ANA SPORTS PARK 浦添）再整備実施設計業務委託 

10 

【施設事例写真】 
① 神奈川県川崎市「カワサキデルタ」 

 
 
 
 

 
 
 
 

【計画平面図】 
A 案) 高木(ホルトノキ等)を 1 本のみ植樹し、周囲は低木や草木で囲う 

 
 
 
 
 
B 案) 高木を 2〜3 本並べて植樹 

 
 
 

 

推奨案 
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【芝の設置と種類の検討について】 
  メインエントランスの中央部に滞留スペースを設け、芝生広場とベンチを配置する計画とする。 
 メインエントランスの踊り場部分の芝は、耐久性と維持管理の面から、人工芝を推奨する。 
 
【設置事例写真】 
① 大阪府大阪市 大阪ステーションシティ「風の広場」 

 
 

 
 
 

② 沖縄県那覇市「美栄橋公園」 
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【メインエントランス植栽計画 推奨案】 

 
 

※各植栽推奨案について 
①：高木(シンボルツリー) 
  浦添運動公園のシンボルツリーとして、浦添市の市木であるホルトノキを推奨。 
②：人工芝 
  耐久性と維持管理の面から人工芝を推奨。 
③〜⑤：低木・草木・地被植物 
  植栽を通してメインエントランスの柔らかい印象を与えつつ、ベンチ利用者の新体育館側への視線を遮らな 

いよう、低木のキバノタイワンレンギョウや地被植物のタマリュウを推奨。 
⑥：高木(1 号擁壁側) 
    旧体育館側の 1 号擁壁の圧迫感を減らすため、擁壁及び舗装に影響が少ない直根のフクギを推奨。 

 
3）取付道路の配置 

市道から旧体育館 2F への取付道路は、基本設計案では約 10%の勾配が発生するため修正案としてメインエン
トランス階段上部からの取付を検討した。 

修正案では、スロープの取付け位置を階段側に変更するため計画高が約 2.5m 下がり、縦断勾配を約 2.3％に抑
えることができる。管理車両等が進入する際は、メインエントランス利用者との動線が交錯するため細心の注意
を要するが、誰もが旧体育館を今後も使い続けられるよう修正案を推奨する。 

 

 
 

 
 

L=42.8ｍ imax=10.1% 

L=38.5ｍ imax=2.3% 

基本設計案 

修正案 

推奨案 
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2. 擁壁の検討 
 2.1 検討条件 

メインエントランスには 3 箇所に擁壁を設置する（市道取付部は検討中）。その中でも、メインエントランスの
景観に最も影響がある 1 号擁壁について比較検討を行い、最適な構造形式を選定する。 
 

 
図. 平面図（メインエントランス） 

2.2 一次選定 
一次選定では、下記の選定条件のもと適用可能な擁壁形式を選定する。 

     選定条件❶：擁壁高 3.4〜7.6m 程度 
     選定条件❷：現地状況から湧水量や軟弱地盤への対応は不要である。 

したがって、一般的な擁壁形式から選定する。 
     選定条件❸：当該箇所には景観整備が望まれている。 

そのため、景観整備に適応が困難な形式は除外し、下記の 3 案から選定を行う。 
 

第 1 案 片持ちばり式擁壁 

第 2 案 補強土壁 

第 3 案 大型ブロック積擁壁 

 
 
 

  

 
 

１号擁壁 

２号擁壁 

３号擁壁 

４号擁壁 
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2.3 二次選定 
 （1）検討方針 

二次選定は下記の方針で実施する。 
    ❶二次選定では、擁壁全長にわたり同形式の擁壁で比較を実施し、総合的に判断する。 
      第 1 案：片持ちばり式擁壁 第 2 案：補強土壁 第 3 案：大型ブロック積擁壁 
    ❷擁壁範囲を“標準部”と体育館前既設擁壁との取り合いについて考慮が必要な“端部”に区分する。 
    ❸二次選定では、“端部”については、体育館利用者通行帯の確保の可否についてのみ着目する。 
    （端部については、二次選定結果を踏まえて別途で検討する） 
    ❹二次選定は、景観性、施工性、維持管理性、経済性を検討する。経済性については、擁壁本体及び仮設

工費を考慮する。 
    ❺仮設工は、標準部は擁壁構築の際の床掘が供用中の市道へ影響を及ぼす場合、施工時における利用者歩

行通行帯の確保が困難な場合に考慮する。 
 

 
図. 検討方針 

（2）検討条件 
  1）第 1 案：片持ちばり式擁壁 
    片持ちばり式擁壁には、”L 型擁壁”および”逆 T 式擁壁”がある。 
    L 型擁壁は、一般的に擁壁前面側の支障物件や用地境界等によりつま先版を設置できない場合に採用され

る形式である。当該箇所では、擁壁前面側に支障物件がないことから、逆 T 式擁壁を適用する。 
 
  2）第 2 案：補強土壁 
    補強土壁には、“帯鋼補強土壁（テールアルメ）”、“アンカー補強土”、“ジオテキスタイル補強土壁”があ

る。二次選定ではテールアルメ工法を代表工法として比較を実施する。補強土壁が選定された場合に、他補
強土壁工法と比較を行う。 

 
  3）擁壁設置位置 
    基本設計で設定されている擁壁前面位置を踏襲する。大型ブロック積擁壁についても、景観に配慮し、擁

壁肩を基本設計擁壁前面位置に合わせる（擁壁肩位置が直線）。 
 

 2.4 二次選定結果 
   次頁に二次選定表を示す。 
   総合的に評価すると、標準部については、経済性に優れる第 2 案：補強土壁を推奨する。 
   しかし、下図に示す通り、施工時における利用者通行帯を確保することができないことから、端部について

は適用困難である。 
   以上のことから、端部は片持ちばり式擁壁、大型ブロック積擁壁の 2 案で検討する。 
 

 
図. 補強土壁案 端部 

 
 

 

施工時利用者通行帯 

帯鋼設置範囲 

最小幅で設定 

通行幅が確保できない 
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2.5 端部構造の検討 
（1）既設擁壁 

   端部構造は、既設擁壁との取り合いを考慮する必要がある。 
   既設擁壁の構造は、「浦添運動公園体育館新設工事 2 期工事」図面を参照する。 
 

 

 

 
 

  
既設擁壁 3D モデル背面側 

 
 

 
 

（2）既設擁壁の取り扱い（方針） 
   上図に示す通り、既設擁壁背面側は梁及び柱による凹凸があり、既設擁壁背面に 1 号擁壁を取り付けること

は、施工の難易度が高いとともに、維持管理で十分な注意が必要な箇所となる。そのため、既設擁壁との取り
合いにあたっては、既設擁壁を部分的に取壊すものとする。部分撤去にあたっては、推測される既設擁壁の抗
土圧メカニズムから、X3 柱を残置し、X3 柱より X2 柱側の壁、梁、柱をすべて撤去（土圧が作用しない状態）
とする。X3 柱から X2 柱側の部材を撤去することで、既設擁壁設計時に想定していない荷重状態を回避するこ
とができ、既設擁壁の安定を保持できるものと判断される。 

 
 

 
図. 既設擁壁の取り扱い（方針） 

 
 

 

1 号擁壁前面ライン 

X2 

X3 

端部の柱は省略 
基礎杭は省略 

1 号擁壁前面ライン 

X2 

X3 

残 置 全撤去 



浦添運動公園（ANA SPORTS PARK 浦添）再整備実施設計業務委託 

17 
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■逆 T 型擁壁の化粧について 
   補強土壁のパネルは石積風のデザインを採用し、現場打逆 T 式擁壁の表面は補強土壁の壁面材の意匠と大き

な差が生じないよう模様型枠を使用する。 
 

 
補強土壁（石積風）のイメージ 

 

 
石積模様の模様型枠 

 

  

 
 


